
について調充を進めた｡

総 晩

1)岩本光眺 (1981):化石㌶長蛸｡ ..人和学紙座

邦4gL.lk･-古人析''(増田和郎桐).pp.61-142

虻山間.如)7(｡

学 会 発 表

1)フクロテナガザル表情筋の1解剖例

岩 本 光 雄

第86回日本解剖学会総会 (1981)

2)地域群におけるニホンザルの体格の比較

浜田 穣 ･渡辺 毅

節35回日本人規学会日本民族学会連合大

会 (1981)- 紀印 :入校学雑誌90(2):

220,(1982)

3)ニホンザルの矢状稜

毛 利 俊 雄

第35回日本人柄学会日本民族学会連合大

会 (1981)- 紀郡 :人頬学雑誌90(2):

220-221.19820

4)へンディウ-リーモンキーの97i歪骨における

形態学的特徴

渡辺 毅 ･エルナンド.マセード

節26回プリマーテス研究会 (1982)

神経生理研究部門

久保田競 ･松波謙一

三上葦充 ･松村遺一

研 究 概 要

1)前頭前野ニューロン活動の行動への関与

久保田 競

昨年度に引き続き,ゴー･ノーゴー反応を用い

た祝党弁別逆転学習で,逆転するのに特只的に賦

活されるニューロン活動をみつけたが,その活動

が行動修正に果す役割を明らかにしようとしてい

る｡そのために.学習が成立していないサル (∫

ー反応のみ.ゴー･ノーゴー反応のみ学習したも

の)の前y7i前野のニューロン活動を記録し.学習

未完成の問追い反応のときのニューロン活動を解

析している｡

2)前頭前野内のニューロン組織化の研究

久保田 競･松村道-

勾麻酔または軽い麻酔をしたサルの前珂前野に

微小花柄をは近して2本刺人し.ニューロン活動

を記録し,一方のニューロン活動から他のニュー

ロンへ及ぶ彫師を解析する｡

前it-n前野での械能叩化にみられるニューロン問
の機能迎緒をしらペる｡

3)摘み回避反応.と前iiTli田野ニューロン活動と針

麻酔

久保m奴 ･劉放縦･斡湘文

サルに温水,熱水を瀧流して手の皮質を刺激す

る反応を条件づけて,ゴー･ノーゴー課詔を行わ

せる.赤ランプ-ゴ ー,緑-暖水-ノー･ゴー,

緑-熱水-ゴーの反応をアトランダムに行せ,宿

み刺激を予告するニューロン活動,痛み,暖に対

するニューロン反応をしらべる｡そして,これら

のニューロン活動が皮質神経の針麻酔でどのよう

に変るかをしらべる｡

4)巡動野局所神経回路網の機能的構築の研究

松 村 道 -

亜急性の状態で.サルの皮質運動野から二本の

独立した微小fti掛 こより.一つは細胞内から,ち

う一つは細胞外からニューロン活動を記録する.

ニューロンの自然活動又は燕斑学的方法と組み合

せ,平均加TT.法を応川する即によって,二つのニ

ューロン問の迎絡様式を明らかにするO二つのニ

ューロン問の和弘 朋丁瑚係から.遊動野の構造を

ハードウェア同和的･機能的に明らかにする雫が,

本研究の目的である｡

5) 前頭前野起W,.:の随意巡動の発現に関する脳構

造と経路の決定

松波誠一･流山節 ･久保田競

〔Hc〕デオキシグルコースが.活動中の脳細胞

に取り込まれる郡を利川して.オートラジオグラ

フにより.随意超勤に際して.脳のどの部位が特

異的に活動しているかを調べるOこの為に,サル

を軌ヒ状恐 くコントロール).単純な反復運動,

前朗恭性の随意巡動をする各群に分け,各々の群

における 〔14C〕デオキシグルコースの取 り込み

の速いから,単純な運動と前頭真性の随意運動に

際しての脳の働きの違いを明らかにする｡

6)橋核 ･下オリーブ核の機能の解析

松 波 謙 一

慢性ザルの実験で,橋核･下オリーブ核ニュー

ロンの活動を記録し,これを運動との対応関係を

調らべる郡により.この神経核が,迎動のコント

=1日-



ロールにどのように関与しているかを明らかにし,

更には,大脳一小脳の機能連関上,これらの核が

どのような役割をはたしているかを考察する｡

総 税

1)久保田競 (1982):前頭前野のニューロン活動

･別冊サ1エンス,50,129-1370

2)久保田競訳(1982):脳の報償係と記憶･別冊

サイエンス,50,138-147｡TheReward

System ortheBrain: AryehRouttenberg.

3)久保田親 (1981):前頭前野･本能行動と自

由,"ライフサイエンスと自由-ライフサイエ

ンスの進歩.第8集"春秋社,pp.65-84｡

4)久保田競,三上章允,伊藤真一 (1981):1-1

前頭連合野と側頭連合野のニューロン活動 ･

`̀ライフサイエンスの現状と将来",理科学

研究所鼠 株式会社 ｢創造｣,pp.788-7960

5)森田弘道,久保田競 (1982):摂食行動のメカ

ニズム,"現代の行動生物学2〝,産業図書｡

6)久保田競 (1982):4.行動生物学の将来,"現

代の行動生物学 1,行動生物学入門;'産業図

書,pp.49-710

7) 久保田航 (1981):脳の発達と子どものからだ,

築地古館0

8)久保田放 く1982):手と脳,紀伊国屋古店｡

論 文

1)Matsunami,K"Kageyama,T.andKubota,K.

(1981):Radioactiye2-deoxy･d-glucoseincor･

porationintotheprerrontalandpremotor

cortexofthemonkeyperformingaforelimb

movement,NeuroscLLett.,26,37･41.

2)Hamada,I.(1981):Correlationofmonkey

pyramidaltractneuronactivitytomoyement

velocity inrapidwristflexionmovement,

BrainRes.,230,384-389.

3)Kojima,S.,Matsumura,M.andKubota,K.

(1981): Prerrontalneurollactivityduring

delayed･responseperformance withoutim-

peratiyeGosignalsin themonkey,Exp.

Neural,74,396-407.

4)Kubota,K.andFunahashi,S.(1982): Di-

rection･specificactivitiesofdorsolateralpre-

frontalandmotorcortex pyramidaltract

neuronsduringyisualtracking,J.Neuro-

physiol,47,362-376.

5)Mikami,A.,Ito,S.andKubota,K.(1982):

Visualresponsepropertiesofdorsolateralpre-

frontalneuronsduringvisualfixationtask,J.

Neurophysio1.,47,593-605.

6)Matsunami,K.(1982):Radioactiyedeoxy･

glucoseuptakeintotheheartmuscleofthe

monkey.,Jpn.J.Physio1.,32,321･325.

7)MikamもA.,Komatsu,H.andlto,S.(1982):

Posterior inferotemporalneuron activities

duringavisualfixationtaskandavisualtrack･

ingtask.,Behay.BrainRes.,5,81-87.

学 会 発 表

1)Kubota,K.andKomatsu,H.

Neuronactivitiesofthedorsolateralprefrontal

cortexduringaGoNo-Gotaskwithvisual

cuesinmacaquemonkeys.

第3回国際脳波学会 (1981)

Electroencephalog.andClinicalNeurophsiol"

52,No.3,sl35,(1981).

2)Kubota,K.andKomatsu,H.

Prerrontalneuronactivityrelatedtotask

reversaL第11回北米神経科学学会 (1981)

AbstractsllthAnnualMeeting,P.359,(1981).

3)Matsunami,K"Kageyama,T.andKubota,K.

Incorporationorradioactiveglucoseintothe

monkey'sbrainduringthevoluntarywrist

movement.節58回日本生理学会大会 (1981)

J.PhysioLSoc.Japan,43,P.322,(1981).

4)有国富夫,三上章允,久保凹競 :サルの視床

背内側核と前頭前野皮質問の線維結合のHR

p-ゲル法による研究0第5回 神経科学学

術集会 (1982)

5)浜田生馬,久保田競 :視覚性追跡巡動時のサ

ル遅錐体路細胞の両方向性活動についてo邦

5回 神経科学学術集会 (1982)

6)船橋新太郎,久保田競 :追跡運動に関与する

前頭前野ニューロンの無名質自己刺激に対す

る応答0第5回 神経科学学術班会 (1982)

7)小松英彦,久保田競 :逆転学習のときの色刺

激へのサル前頭前野ニューロンの応答特性に

ついて｡第59回 日本生理学会大会 (1982)

8)松波謙一,船橋新太郎.久保田鶴 :サルの脳

内自己刺激課題と2DGの脳内取り込み部位｡
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邦59回 日本生理学会大会 (1982)

心理 研 究部門

_qi伏耶子 ･践野俊夫

小嶋祥三 ･松沢哲郎

研 究 概 要

1)チンパンジーの人工語の習得1)

三伏硝子･浅野俊夫 ･小嶋祥三･

松沢哲郎･小島哲也21

図形語による物体名･色名に加えて.さらに数

の命名訓練がおこなわれ,それらの関係について

高次の概念形成'D観点から分析された.

2)チンパンジーのトークン使用と食物の好みの

分析

室伏杓子 ･浅野俊夫･小嶋祥三

自動販売機にコインを入れて自由に食物を選択

することを訓練した結凪 食物の選択に一定の好

みがみられ,食物を得るために必要なコインの数

を変えると.この好みの傾向はさらに明畔になっ

た｡

3)ニホンザル乳幼児の認知の発達

室伏靖子 ･松沢哲郎

出生直後から約3年間,知記･認知械能の発達

過程が,身体･運動 ･生理的な発達と関連させて

観察されたOとくに対象の永続性といった問朋を

とりあげるとともに,行動観察の技法として心拍

テレメトリーを併用したビデオ録画システムを開

発した｡

4)刺激制御にみられる大脳両半球の非対称性

室伏靖子･南雲純治3)

サルの平静な表情から威嚇の表情に変化する系

列刺激 (10枚の白黒スライド)をもちいて,切断

脳のアカゲザルの反応の範時化が,左右半球で相

違するか否かをしらべた0

5)ニホンザルの集団場面におけるオペラント行

動の狂得と伝播

浅 野 俊 夫

1)久保田娩 (神経生即部門).長招T.((読

大工学部).神侶昭雄 (筑波大郷 で語現

代文化学系)との共同研究

2)学振奨励研究員

3)文部技官

本研究所内の放飼切の内部に,パネルを押すと

大豆等の食物が提示される自動給餌装置を設置し,

この新しい食物入手方法が群れの中に定着する過

程を槻察し.習得過程やその後の維持反応と社会
的nUi化などとのEXl係を分析している.またニホン

ザルの群れでよく見られる ｢土食い｣行動の心理

学的研究にも苛手した｡

6)オペラント強化の性質に関する実験的研究

視 野 俊 夫

主としてニホンザルの択企行動をとりあげ,釈

食スケジュールがオペラント行動の強化にどのよ

うに関与するのかを,近年のエコロジー的視点と

環境適応における行動の配分 (行動任所)という

観点から分析することに若手した｡

7)音の弁別と記憶に関する研究

小 嶋 祥 三

チンパンジーとニホンザルで反応時間課超をも

ちいて純音 ･ヒトの合成音声の弁別の研究をおこ

なった｡lateralityの問題と結びつけようとして

いる｡ニホンザルでGo/NoGo式遅延見本合わ
せ,遅延条件性位置弁別課題をもちいて,様々な音

の記憶とそれに影響をもつ要因について検討した｡

8)霊長規の祝知覚機能の心理物理学的測定

松 沢 哲 郎

チンパンジー,ニホンザルの色知覚等の視知覚

機能をその行動を通じて解析する｡人工言語によ

る言語反応.見本合わせ.感光性強化による評価

法等による検討をすすめている｡

9)食物嫌悪条件づけによる野生ニホンザルの食

性の統制4I

松 沢 哲 郎

飼育下ニホンザルを対象として.Ilri吐剤をもち
いた嫌悪条件づけにより.特定企物に対する嫌悪

を人為的に形成できることがわかった｡野生個体

群に適用するために必T.;･な手段ならびに効果判定

の方法を検討している｡

総 統

1)浅野俊夫 (1982):行動の形成｡̀一現代基礎心

4)長谷川芳典 (京大文学部),東滋 (社会

部門),和田一雄 (変異部門), 後藤俊

二 (サル施設),川村俊蔵 (社会部門)

との共同研究
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